
第 2 回 
電気通信⼤学 UEC パスポートプログラムと 

埼⽟⼤学 HiSEP および HiSEP-6 との 
交流会 ポスター発表会 

 
ポスター集 

 

 

 

⽇時 

2023 年 3 ⽉ 30 ⽇（⽊）13:30-16:00 

 

場所 

電気通信⼤学 東 5 号館 2 階ピロティー 

 



2023.3.30(木)交流会の場所 

正門から★マークの所まで進み、右を向くと写真の建物（東 5号館）があります。 
ここの２階です(赤い四角の所です)。 
写真の右部に見える階段を上ってください。 



スケジュール 
 

12:00-13:30、参加者各⾃でポスターを貼る。  

13:32    開始の挨拶  

13:35-14:20、前半組ポスター発表 45 分  

14:20-14:25、休憩 5 分  

14:25-15:10、後半組ポスター発表 45 分  

15:10-15:20、休憩 10 分  

15:20-15:50、フリーディスカッション 30 分  

15:50、講評  

16:00、終了  

16:00-16:10、かたづけ  

16:10、解散 
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Demon Official Blog

https://www.denon.jp

- QuietOn
https://quieton.com

AV Watch - AVTrends
https://av.watch.impress.co.jp
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50Hz 交流電圧を用いたワイヤレス給電 

2010084 上野哲弥 

電気通信大学 情報理工学域 Ⅲ類 UECパスポートプログラム B 

2023 年 3月 HiSEP×UECPP 交流会 

キーワード：磁場，誘導電圧 

 

⚫ はじめに 

コイルを用いるワイヤレス給電を行う場合，送電できる

電力量を増やす方法として，コイルにかける電圧を上げ

る，コイルにかける電圧の周波数を上げる，コイルにコ

ンデンサを接続して回路全体のインピーダンスを下げる

などの方法が考えられる．本実験では，コイルにかける

周波数を 50Hz で一定にし，コイルにコンデンサを接続

することでワイヤレス給電の効率がどのように変化する

のかを調べた． 

 

⚫ 実験の方法 

図 1，2のような回路を作成した． 

 

図 1 コンデンサ無しシステム 

 

 
図 2 コンデンサ有りシステム 

 

送電側，受電側双方の電圧と電流の実効値に加え，接続

された抵抗，コイル，コンデンサのパラメーターから交

流電力を求め，電力の伝達効率を計算した． 

 

⚫ 実験の結果 

送信機と受信機の交流電力と伝達効率は表 1 の様になっ

た． 

表 1 伝達効率の実験結果 

 

 

⚫ 考察 

伝達効率はコンデンサを回路に実装することによってお

おむね向上した．送電側のコンデンサは増やすほど伝達

効率が増加したが，電解コンデンサを用いて静電容量を

増やすと逆に伝達効率は下がる結果となった．これは電

解コンデンサを使用する際には逆向きの電位がかからな

いようにオフセットを設定する必要があり，送電側と受

電側の波形に変化があったためであると考えられる．ま

た受電側ではある時点からコンデンサを増やすと伝達効

率が低下した．送電側と受電側の回路はどちらも LC 直

列回路であるが，コンデンサの容量を変化させたときの

挙動は異なることが分かった． 
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RESEARCH ON THE RELATIONSHIP BETWEEN CITRUS SCENTS AND CONCENTRATION 
柑橘系の香りと集中力の関係 

ERIKO SHIMAMURA 

Saitama University Saitama-city, Japan 
島村恵理子(埼玉大学理学部基礎化学科) 

Abstract: Citrus fruits are effective in improving concentration, but I would like to determine which citrus fruit aro-
ma has the greatest effect on concentration. In this study, I will create essential oils of eight different citrus fruits and 
after smelling the aroma of each essential oil, I measure concentration using keyboard typing software. It would be a 
meaningful study if I could successfully compare the effects on concentration among citrus fruits. 

1.  序論 
よく柑橘類の香りを集中したいときに嗅ぐと良いとい

う話を聞くが、“柑橘類”と一括りにされていて、その中

でも効果の大小があるのではないかと興味を持った。そ

こで柑橘類の中でもどの香りが一番集中力を高めるのか、

その香りがなぜ最も効果があったのかを明らかにしたい。 

本研究ではみかん、ポンカン、伊予柑、オレンジ、グ

レープフルーツ、キンカン、レモン、ゆずの精油を用い

る。市販のアロマオイルには柑橘類の成分がどれだけ含

まれるか不明で、柑橘類以外の成分が集中力に影響する

可能性があるため精油を作るところから始める。この 8

種類であればスーパーに売っているので精油を作ること

ができ、アロマオイルとして売っている。また代表的な

アロマオイルのレモングラスやベルガモットは、スーパ

ーに売っておらず精油を作成できないため本研究では取

り扱わない。 

 

2.  方法 
(1)精油の作成 
以下の工程で精油を作成する。 

①8種類の柑橘類の皮をむき、はさみで細かく切り刻み

500 mLのビーカーに入れる。 

②①のビーカーにヘキサンを 50 mL加え、薬さじで皮を

潰す。 

③ロートを用いてヘキサン抽出液を 100 mLナス型フラス

コに入れ、ロータリーエバポレーターでヘキサンを除く。 

④ナス型フラスコに駒込ピペットでエタノールを約 4 mL

加える。完成した精油を蓋付きの瓶に移す。 

 

(2)集中力の測定 
20名を同じ部屋に集め、制限時間内のタイピング数と

間違えたタイピング数を測定できるソフト

（https://www.spitz8823.com/typing/joukyuu/）で集中

力を測る。まず何も嗅がずに 3分間タイピングして被験

者のタイピングの技量を測る。次に試香紙に精油を付け、

10秒間嗅いだ後に 3分間タイピングする。そしてコーヒ

ー豆を嗅いで前の精油の匂いをリセットしてから次の精

油を嗅ぎ、これを 8種類の精油で行う。全タイピング数

のうち間違えたタイピング数の割合を求め、この割合の

20人の平均を出す。間違えたタイピング数が少ないほど

集中力が高いということにする。この結果から最も効果

のある香りを特定する。 

 

(3)精油の香りと集中力の関係の考察 
 本研究で用いる 8種類の柑橘類の成分が記載されてい

る論文と、(2)で得られた結果をもとに考察を行う。 

 

3.  成果 
柑橘類同士で比べた場合何が最も効くのかを明らかに

しているものは私が調べた限りでは無かったので、柑橘

類同士を比較できれば意味のある研究になると考える。

また柑橘類同士で集中力に違いが無くても、本研究で使

用する 8種類の柑橘類は同等の集中力をもたらすという

研究結果が得られるだろう。 

4.  今後の課題 
研究計画の課題は 2つある。1つ目は代表的な柑橘系

の精油であるベルガモットとレモングラスで測定できな

いことだ。2つ目はにおいの嗅ぎ方についてである。日

常生活でアロマを嗅ぎながら作業するときは、アロマデ

ィフューザーを使い常に香りを嗅ぎ続ける。実験でもそ

れに近い状態にしたいのだが、アロマディフューザーを

使うと、20名全員が香りを均一に嗅ぐことが難しい。そ

こで実験では試香紙に精油を付け、タイピングする前に

嗅いでもらう。タイピング中は柑橘類の香りがしないた

め、柑橘類の香りの効果が集中力にきちんと反映されな

い可能性がある。 
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スペースバルーンを用いた成層圏
の高エネルギー現象の解明研究

私たちは最近の名古屋大学による研究 [1] で、1 日数回の頻度で生じる明滅オーロ
ラと呼ばれる現象に伴って、地球の周りに存在する高エネルギー電子が成層圏まで
なだれ込むことでオゾン層が破壊されるということを知った。この研究では数 MeV 
のエネルギーを持つ電子に着目していたが、地球の周りには他にも高エネルギー現
象が存在する。例えば、大気中の放射性同位体からは数 keV から MeV 領域の放射
線が放出される。さらに、地球外からやってくる放射線である宇宙線 (cosmic rays, 
CR) のエネルギーは MeV 領域から超高エネルギーにわたる。これらの高エネルギー
粒子は明滅オーロラに伴う電子のようにオゾン層を破壊しているのだろうか。その
影響があるのだとしたら、それは紫外線と比較してどの程度だろうか。特に、大半
の紫外線が吸収されてしまうであろうオゾン層の下層部（高度 10 数 km）では紫外
線以外の高エネルギー現象によるオゾン層への影響が支配的であることが予想され
る。私たちはこの疑問に対して、成層圏気球を用いて環境測定を行なうことにより
自分たちで回答を得ることを目指す。気球は人工衛星・ロケットに次ぐ宇宙観測手
段であり、それにもかかわらず運用コストは他の 2 つよりもはるかに安い。また科
学的にも古くは Hess の宇宙線発見 [2] は気球実験であったし、最近でも気象庁のオ
ゾンゾンデ観測で使われており、実は気球は手軽かつ頻繁に観測することができる
手段である。もし学生が自身の力で観測気球を運用することができれば、成層圏が
学生の自主研究の題材として開かれた存在になることが期待される。このような動
機のもとに、私たちは成層圏における学生の自主研究の第一歩として自然放射線強
度とオゾン濃度の関係を調べた。放射線検出器およびオゾン検出器を気球に搭載し、
1 時間程度の飛行の間に上空のオゾン濃度および放射線強度を同時測定することを目
指した。
[1] Y Miyoshi, K Hosokawa, S Kurita, S-I Oyama, Y Ogawa, S Saito, I Shinohara, A Kero,
E Turunen, PT Verronen, et al. Penetration of MeV electrons into the mesosphere accom-
panying pulsating aurorae. Scientific reports, Vol. 11, No. 1, pp. 1–9, 2021.
[2] Victor F Hess. Observations in low level radiation during seven free balloon flights. Phys.
Zeit, Vol. 13, pp. 1084–1091, 1912.

他 ANCO-project（埼玉大学宇宙工学サークルあかとき／名古屋大学宇宙開発チームNAFT）

導入

システム概要

Supported by

私たちは、学生の自主研究を行なう場として成層圏を活用することを提案する。そして、その実証の第一歩として実施した成層圏気球によるオゾン濃度と自然
放射線強度の測定について報告する。実験は両者の関係性を解き明かすことを目指して行なわれたが、今回はデータを満足に回収することができなかった。し
かしながら、実際に実験を行なうことによって、気球運用についての多くの知見を得ることができた。今回得られた経験を次回以降の実験に活かすことによっ
て、学生主体でも成層圏における学術研究が可能になることが期待される。

概要

名古屋大学学生後援会 様，埼玉大学学生後援会 様，愛南町商工会観光課商工観光係
様，愛媛県 様，HiSEP : ハイグレード理数教育プログラム 様，個人支援者 様（[敬
称略]．mwtndmik，__U__，Yuki Tommy，omoio，aioria_jpn，SusumuHara，
moco_rocket，mobiletama，yuteshima，TOMOKI M，isk2006，Norihiko Tsuzuki，
hir_matsui，sng11225，Tsuyoshi Kobu，baspooh，A_Kyoka，Sosuke_M，
Shogo0000，msk310，TsuyoshiMiyazaki，takataka6530，Obaman22，ryos_phys，
abekan，iszk2022，nataneee，Kazuhiro_Iida，guestcc479e0bea54，Takuma 
Ishibashi，h0125，hokusai234，haru201503，Yuki Hama，tk_su0712，Takaki 
Sugimoto，kazu_0314，Keigo Sugimoto，ddd3h，oru_nekomimiminicar，
tk3_BunkaNet，5tg，monkeymoney）

結果
あかとき側の地上局で受信した座標および気圧データから算出した高度をプロット

した画像を図（下左）に示す．通信機器のトラブルにより放球直後からダウンリンク
が途絶した．高度12km～16km付近でダウンリンクが再度取得できたが，それ以降で
は再び途絶した．そのため，通信が途絶していた時間の位置座標は取得できていない
ため図中では直線で補間している．図中黄色の点が取得できた位置座標を平面上にプ
ロットしたものである. 

あかとき電装の通信が途絶した原因は不明であるが，熱によるものではないかと推
定される．本機体は透明なアクリルパイプを水密のために密閉する構造であった．そ
のため内部に熱がこもりやすく，また今回の 機体では成層圏の低圧・低温環境およ
び落下後の水密を 重視するあまり，高度上昇までの直射日光による機体内 の温度上
昇を考慮できていなかったため直射日光により内部温度が非常に高くなってしまって
いた可能性がある．打上げ当日は日差しが強く，機体全体を 日傘により覆い直射日
光を避けた運用を行っていたが，機体の外部で別のケースにより水密をしていた
GoPro HERO8が，打上げ直前に熱暴走してしまうという問題も発生していた．この
ことから，LoRaモジュールの熱保護機能が動作して送信を行えなかったのではない
かと考えられる．外気温が低くなる高度においてダウンリンクが再開されたタイミン
グがあったこともこの考察材料の一つである．

NAFT側の地上局で受信したオゾンセンサーで取れた値は以下の図（下右）のよう
になる. ただし,オゾンセンサーが温度によって大きく値が揺れることとが確認でき
ているが, 気温のデータを受信するデータに含めていなかったため, 具体的にどの
程度値が変化しているかの検証はできていない.

今後の展望
本研究では，スペースバルーンを用いて成層圏におけるオゾン濃度および放射線

強度の同時測定を目的として第１回えひめ南予共同気球実験に参加した．結果とし
てはデータを満足に得ることができなかったものの，気球運用の知見を得ることが
できた．また，スペースバルーンを用いた学生の自主研究のハードルを一段に下げ
たと考えている．今後．より回収しやすくするためにより衛星網と地上局の連携を
強くし，成層圏での実験．データ回収を確実なものにしていきたいと考えている．

西濱大将，宮崎剛，蛯澤悠（埼玉大学理学部物理学科・工学部機械工学システムデザイン学科）





# E6 27
# Cartan matrix
C = np.array([[2,-1,0,0,0,0],

[-1,2,-1,0,0,0],
[0,-1,2,-1,0,-1],
[0,0,-1,2,-1,0],
[0,0,0,-1,2,0],
[0,0,-1,0,0,2]])

# Dynkin label
h = np.array([1,0,0,0,0,0])

# max repetition
max = 50

w = generate_weights(C,h,max)
w



 


